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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

田川税務署長
生清　　博

公益社団法人
　田川法人会
　会　長
　柏木　正國

青
年
部
会 

部
会
長
　
永
　
原
　
譲
太
郎

女
性
部
会 

部
会
長
　
真
　
鍋
　
　
　
糸

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
置
き
傘
の

設
置
、
キ
ャ
ッ
プ
等
の
収
集
な
ど

社
会
貢
献
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

ご
指
導
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
女
性
部
会
員
一
同

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
八
年 

元
旦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日
頃
よ
り
田
川
市
郡
内
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

田
川
法
人
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

今
年
も
何
卒
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
役
員
一
同

青
年
部
会
で
は
社
会
貢
献

事
業
を
は
じ
め
租
税
教
育
に

今
年
も
会
員
一
同
親
会
と

共
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す

   

　
青
年
部
会
員
一
同
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税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
入
賞
者

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
が
つ
な
ぐ
地
域
と
未
来
」

　
　
　

福
澤　

苺
香
（
田
川
高
等
学
校　

1
年
）　

　

「
未
来
の
た
め
の
「
税
」
」

　
　
　

畠
田
涼
之
介
（
東
鷹
高
等
学
校　

1
年
）

●
田
川
県
税
事
務
所
長
賞

　

「
廃
止
さ
れ
た
税
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

　
　
　

原
田　

耕
輔
（
田
川
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
支
え
合
い
の
「
社
会
の
会
費
」
と
し
て
の
税
」

　
　
　

桒
野　

真
心
（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校　

1
年
）

●
田
川
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　　

「
無
題
」

　
　
　

田
中　

建
成
（
田
川
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金
」

　
　
　

秋
元　

凛
花
（
東
鷹
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
身
近
な
施
設
と
税
」

　
　
　

吉
田　

寧
々
（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
一
〇
三
万
円
の
壁
に
つ
い
て
」

　
　
　

木
村　

虹
葉
（
西
田
川
高
等
学
校　

２
年
）

　
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
入
賞
者

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
新
し
い
町
の
顔
」

　
　
　

井
上　
　

雫
（
糸
田
中
学
校　

3
年
）

　

「
人
と
自
然
を
守
る
税
金
」

　
　
　

堀
口
結
織
和
（
方
城
中
学
校　

3
年
）

●
田
川
県
税
事
務
所
長
賞

　

「
税
金
の
重
要
性
に
つ
い
て
」

　
　
　

中
原　

愛
望
（
田
川
東
中
学
校　

3
年
）

●
田
川
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　

「
見
え
な
い
橋
と
し
て
の
税
金
」

　
　
　

大
坪　

鈴
華
（
糸
田
中
学
校　

3
年
）

　

「
未
来
を
支
え
る
税
」

　
　
　

原
田　

優
和
（
方
城
中
学
校　

3
年
）

　

「
税
金
が
支
え
る
私
た
ち
の
く
ら
し
」

　
　
　

武
田　

り
ん　

金
田
義
務
教
育
学
校　

９
年
）

　

「
教
科
書
無
償
の
背
景
」

　
　
　

早
川　

奈
那
（
赤
池
中
学
校　

3
年
）

　

「
日
本
の
税
金
と
私
た
ち
の
未
来
」

　
　
　

内
田　
　

善
（
田
川
東
中
学
校　

3
年
）

　

「
教
科
書
が
教
え
て
く
れ
た
税
の
仕
組
み
」

　
　
　

中
島　

紗
逢
（
猪
位
金
学
園　

9
年
）

　

「
社
会
保
障
の
抱
え
る
問
題
」

　
　
　

中
川　

桃
花
（
添
田
中
学
校　

3
年
）

　

「
税
の
歴
史
」

　
　
　

大
野　

成
稀
（
赤
中
学
校　

3
年
）

　

「
も
し
、
税
金
が
な
か
っ
た
ら
」

　
　
　

H　
　
　
　

（
大
任
中
学
校
）

　

「
生
活
の
支
柱
「
税
」
」

　
　
　

山
地　

希
美
（
香
春
思
永
館　

9
年
）

　

「
税
の
目
的
」

　
　
　

熊
本　

紗
英
（
川
崎
中
学
校　

3
年
）

【
学
校
賞
】
●
鷹
優
会
最
優
秀
校　
方
城
中
学
校

　
　
　
　
　
●
鷹
優
会
優
秀
校　
　

添
田
中
学
校

　11月11日～17日までの１週間にわたり、「税を考える週間」が行われました。
　多くの人に税の仕組みや目的を考えてもらい、税に対して理解を深めてもらうことを目的に
全国で行われているもので、田川税務署管内でも、税に関する作文の募集・表彰、納税表彰等
の行事が実施されました。
　当法人会もこの行事に協賛し、正しい税知識の普及に努めてまいりました。

令和７年度　税を考える週間
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永
年
に
わ
た
り
税
務
行

政
の
運
営
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
に
対
し
、
福
岡
国

税
局
長
お
よ
び
田
川
税
務

署
長
が
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
受
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
国
税
局
長
納
税
表
彰

　

柏
木
　
正
國
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

㈱
柏
木
商
店　

代
表
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

会
長

●
田
川
税
務
署
長
納
税
表
彰

　
梶
原
　
孝
文
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

鮮
魚
小
売
店　

代
表

　
〔
税
務
関
係
の

　
　
主
な
役
職
等
〕

　
　

田
川
間
税
会　

会
長

●
田
川
税
務
署
長
感
謝
状

　

浦
野
多
恵
子
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

㈲
田
川
自
動
車
工
場

　
　

代
表
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の

　
　
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会

　
　

女
性
部
会　

理
事

　
福
井
　
洋
介
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

水
谷
建
設
工
業
㈱　

常
務
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　
　
鷹
優
会
（
優
良
申
告
法
人
会
）　

事
務
局

令
和
７
年
度 

納
税
表
彰

　

田
川
間
税
会
で
は
、
田
川
市
郡
内
の
中
学
生
を

対
象
に
「
税
の
標
語
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
10
校
１
１
３
６
名
の
生
徒
よ
り
２

１
０
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

間
税
会
会
長
、
田
川
税
務
署
長
、
法
人
統
括
官
、

会
務
運
営
委
員
に
よ
る
優
秀
作
品
の
選
考
会
を
行

い
、
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選
作
品
１
点
、
田

川
間
税
会
会
長
賞
２
点
、
田
川
税
務
署
長
賞
２
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
11
日
（
火
）
に
添
田
中
学
校
、
12

日
（
水
）
に
田
川
東
中
学
校
、
18
日
（
火
）
に
金

田
義
務
教
育
学
校
、
26
日
（
水
）
に
川
崎
中
学
校

を
訪
問
し
、
生
清
署
長
よ
り
田
川
税
務
署
長
賞
の

表
彰
、
梶
原
会
長
よ
り
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入

選
と
田
川
間
税
会
会
長
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選

　

「
な
に
げ
な
い　

日
々
の
く
ら
し
に

　
　

税
が
あ
る
」

　
　
　

鬼
木　

仁
人
（
川
崎
中
学
校
２
年
）

●
田
川
間
税
会
会
長
賞

　

「
税
金
の　

正
し
い
知
識　

身
に
付
け
よ
う
」

　
　
　

菅　
　

天
真
（
田
川
東
中
学
校
１
年
）

　

「
未
来
へ
と　

繋
い
で
い
こ
う　

大
事
な
税
」

　
　
　

若
江　

美
希
（
金
田
義
務
教
育
学
校
７
年
）

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
税
金
で　

日
本
の
未
来　

築
い
て
く
」

　
　
　

谷
口　

恭
仁
（
川
崎
中
学
校
２
年
）

　

「
納
税
は　

み
ん
な
が
で
き
る　

助
け
合
い
」

　
　
　

森
田
龍
乃
介
（
添
田
中
学
校
２
年
）　

「
税
の
標
語
」
表
彰

▲川崎中学校にて▲田川東中学校にて▲金田義務教育学校にて▲添田中学校にて

事
務
局
か
ら
お
願
い

記
　　　　　　(公社) 田川法人会 名義
　　　　　　　　　 普通預金　口座番号
田川信用金庫西支店　　〃　　 
福岡銀行後藤寺支店　　〃　
　  〃　 伊 田 支 店　　〃　
　  〃 　川 崎 支 店　　〃
　  〃 　添 田 支 店　　〃
　  〃 　金 田 支 店　　〃
西日本シティ銀行東田川支店　　〃
　  〃 　田 川 支 店　　〃

33203
1105011
1201446
763427
999345
1018345
604967
953745

○
令
和
７
年
度

　
年
会
費
納
付
の
お
願
い

　
令
和
７
年
度
年
会
費
未
納
の

方
は
、
左
記
い
ず
れ
か
の
口
座

へ
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
会
費
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

預
金
口
座
か
ら
の
自
動
振
替
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
関
し
て
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代

表
者
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
変

更
が
生
じ
た
時
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
事
務
局

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

４
５-

８
０
０
５

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
５-

８
１
０
５

▶
梶
原
　
孝
文
氏
（
左
）

　
浦
野
多
恵
子
氏
（
右
）

▶
柏
木
　
正
國
氏
（
左
）
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社会貢献活動

第
31
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
26
日
（
金
）
鷹
羽
ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ
に
て
、

第
31
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
１
３
９
名
と
い
う
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
香
春
町
社

会
福
祉
協
議
会
様
、
赤
村
社
会
福
祉
協
議
会
様
へ

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

法
人
会
の
役
員
の
方
、
受
託
保
険
会
社
様
よ
り
、

豪
華
な
協
賛
品
を
頂
き
、
抽
選
会
の

賞
品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
準
備
や
受
付
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
厚
生
委
員
会

と
大
同
生
命
の
推
進
員
の
方
々
に
は
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で

す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
厚
生
委
員
長　

山
﨑　

照
幸
）

新
春
特
別
講
演
会

今
後
の
予
定

日
程
：
令
和
８
年
３
月

場
所
：
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

（
日
に
ち
・
講
師
は
未
定
）

※

詳
細
は
、
来
年
１
月
中
旬
以
降
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ポ
ス
タ
ー
・
看

　

板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

親
と
子
の
映
画
祭

日
程
：
令
和
８
年
８
月
22
日
（
土
）

場
所
：
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

（
上
映
作
品
は
未
定
）

※

詳
細
は
、
来
年
７
月
以
降
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
・
ポ
ス
タ
ー
・
看
板
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご参加いただいた皆様からのチャリティー金　139,000円
法人会からの寄付金　　61,000円

香春町社会福祉協議会様へ　100,000円
赤村社会福祉協議会様へ　100,000円

優
良
企
業
見
学
研
修
　
ニ
シ
ラ
ク
乳
業

　

11
月
５
日
（
水
）
、
優
良
企

業
研
修
を
実
施
し
、
45
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ニ
シ
ラ
ク
乳
業
で
は
、
酪
農

家
が
愛
情
を
込
め
て
生
産
し
た

生
乳
の
受
入
れ
設
備
か
ら
、
生

産
ラ
イ
ン
や
長
期
間
保
存
可
能

な
Ｌ
Ｌ
ラ
イ
ン
な
ど
、
清
潔
で

高
度
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ
た
行
程
製
品
に
な
る
ま
で

の
ラ
イ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

施
設
内
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
に
て
、
工
場
の
概
要

や
牛
乳
を
毎
日
飲
む
効
果
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
車
内
で
は
、
税
金
○
╳

ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昼
食
会
場
で
は
、
ク
イ
ズ
の

答
え
合
わ
せ
や
く
じ
引
き
に
よ

る
記
念
品
の
配
布
な
ど
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区

に
移
動
し
散
策
を
し
ま
し
た
。

　

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

来
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
研
修
委
員
長

　
　
　
　
　
　

鬼
丸　

昌
広
）

寄 付

　
女
性
部
会
で
は
、
海
外
医
療
協

力
等
へ
の
支
援
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
古
切
手
を
収

集
し
、
低
栄
養
児
へ
の
ミ
ル
ク
の

支
給
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・

古
切
手
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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税
金
○
×
ク
イ
ズ

　

11
月
１
日
（
土
）
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ル

マ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
、
11
月
15
日

（
土
）
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
に
て
、
「
税
を
考

え
る
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
税
金
〇
╳

ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
計
３
１
０
名
の
方
に
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
み
な
さ

ん
難
し
い
！
と
言
い
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
答
え
合
わ
せ
は
大
変
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
参
加
賞
を

お
配
り
し
ま
し
た
。

　

税
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

租
税
教
室

　

青
年
部
会
で
は
、
田
川
市
郡
の
小
学
６

年
生
の
児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
15
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
校
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
青
年
部
会
に
入
会
し
た
部
会
員

も
、
来
年
度
か
ら
講
師
を
務
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
か
ら
実
践

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
租
税
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
部
会
員
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

置
き
傘
の
設
置

　

女
性
部
会
で
は
、
管
内
の

小
学
生
の
み
な
さ
ん
の
お
役

に
た
て
て
い
た
だ
き
た
く
、

今
年
も
置
き
傘
の
配
布
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
田
川
市
、
赤

村
、
糸
田
町
、
福
智
町
の
各

小
学
校
へ
合
計
１
９
０
本
を

役
員
で
届
け
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
は
大
変
助
か
り

ま
す
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、

大
変
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を

頑
張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▶
伊
田
小
へ

▶
上
野
小
へ

▶
伊
方
小
へ

▶
赤
小
へ

▶
金
田
義
務
教
育
学
校
へ

▶
鎮
西
小
へ

▶
市
場
小
へ

▶
田
川
小
へ

▶
糸
田
小
へ

▶
弁
城
小
へ

▶
猪
位
金
学
園
に
て

▶
後
藤
寺
小
に
て

▶
川
崎
小
に
て

▶
T
A
G
A
W
A

　
コ
ー
ル
マ
イ
ン

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
に
て

▶
歓
遊
舎

　
ひ
こ
さ
ん
に
て
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事業報告

青
年
部
会
税
務
研
修
会

　

12
月
２
日
（
火
）
田
川
市
の
「
華
扇
」
に
お
い

て
、
田
川
税
務
署
か
ら
生
清
署
長
、
福
田
法
人
統

括
官
を
お
招
き
し
て
、
青
年
部
会
税
務
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
生
清
署
長
よ
り
「
酒
税
等
に
つ

い
て
」
と
い
う
題
目
で
、
国
税
庁
の
任
務
の
一
つ

で
あ
る
《
酒
類
業
の
健
全
な
発
達
の
促
進
》
に
つ

い
て
、
資
料
を
基
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
酒
類
業
の
振
興
（
地
理
的
表
示
：
GI
）
」
「
税
率
構
造
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
内
容
で
、
あ
ら
た
め
て
、
酒
類
（
酒
税
）
に
つ

い
て
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
署
長
・
統
括
官
と
話
が
で
き
る
機
会
で
あ
り
、
今
後

の
青
年
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
議
論
も
交
わ
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
で
し
た
。　
　
　
　

（
青
年
部
会
副
部
会
長　

香
月　

太
郎
）

女
性
部
会
見
学
研
修

　

10
月
16
日
（
木
）
、
今
回
の
見
学
研

修
は
福
岡
の
ふ
く
や
博
多
の
食
と
文
化

の
博
物
館
『
ハ
ク
ハ
ク
』
で
明
太
子
作

り
を
体
験
し
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ
て
２

〜
３
日
で
食
べ
頃
で
、
思
い
の
外
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
手
作
り
す
る
と

と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。
今
後
も
そ
の

よ
う
な
候
補
地
が
あ
れ
ば
、
部
会
員
の

皆
様
、
ど
う
ぞ
参
加
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

昼
食
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
フ
ル
コ
ー
ス
、

午
後
は
博
多
町
屋
ふ
る
さ
と
館
を
め
ぐ

り
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご

参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
女
性
部
会
長　

真
鍋　

糸
）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

７
月
９
日
か
ら
８
月
１

日
ま
で
、
K
A
W
A
L
A

B
O
に
て
、
E
x
c
e
l

簡
単
コ
ー
ス
・
応
用
コ
ー

ス
を
実
施
し
、
19
名
の
方

に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
制
改
正
提
言
活
動

　

12
月
２
日
（
火
）
、
中
税
制
委
員
長
、
荒
木
税
制
委
員
、
小
畑
専
務
理
事
の

３
名
で
田
川
市
を
訪
問
し
、
市
長
へ
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
提
言
は
、
「
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」

「
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」
「
地
方
の
あ
り
方
」

「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
各
法
人
会
で
検
討

さ
れ
、
全
法
連
で
と
り
ま
と
め
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
へ
の
対
応
」
及
び

「
物
価
高
」
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。

　

ま
た
、
田
川
郡
町
村
会
会
長
会
事
務
所
へ
は
、
小
畑
専

務
理
事
が
持
参
し
ま
し
た
。

税
務
研
修
会

　

７
月
３
日
（
木
）
田
川

青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

九
州
北
部
税
理
士
会
田
川

支
部
の
川
上
税
理
士
を
講

師
に
迎
え
、
『
決
算
で
知

っ
て
お
き
た
い
注
意
点
』

と
題
し
て
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

21
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
「
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」
「
楽
し

く
学
べ
ま
し
た
」
「
い
つ

も
楽
し
い
研
修
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど

の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▶
田
川
市
長
へ
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10
月
16
日
に
高
知
市
の
高

知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
41
回
法
人
会

全
国
大
会
に
、
柏
木
会
長
と

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
の

『
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
』
の

披
露
で
雰
囲
気
が
盛
り
上
が

る
中
、
第
一
部
の
「
変
化
の

時
代
の
経
営
、
危
機
を
チ
ャ

ン
ス
に
」
と
題
し
た
記
念
講

演
会
が
、
元
ロ
ー
ソ
ン
ジ
ャ

パ
ン
代
表
の
都
築
富
士
夫
氏

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
記
念
式
典
で
は
、

江
島
国
税
庁
長
官
や
濱
田
高

知
県
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
ご

来
賓
出
席
の
も
と
、
「
令＊
1

和

８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
案
」
の
要
旨
が
報
告
さ
れ
、

次
に
令
和
６
年
度
全
国
青
年

の
集
い
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
青
年
部
よ
る
「
租
税
教

育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
健
康
経
営　

法
人
会
部

門
」
の
報
告
が
あ
り
、
最
後

に
全
国
法
人
会
総
連
合
全
国

大
会
の
「
大＊
2

会
宣
言
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

余
談
な
が
ら
、
帰
路
の
高

知
龍
馬
空
港
で
小
倉
法
人
会

の
副
会
長
と
し
て
参
加
し
て

い
た
高
校
の
同
窓
生
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
互
い
に
驚
い
た

次
第
で
す
。

　

全
国
大
会
の
参
加
は
初
め

て
で
し
た
が
、
大
会
の
内
容

も
然
り
、
友
と
の
再
会
な
ど

私
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。

　

因
み
に
参
加
者
は
主
催
者

集
計
で
4
1
0
会
、
1
5
9

1
名
と
の
こ
と
で
す

【
＊
1
＆
＊
2
に
付
き
ま
し

て
は
w
e
b
検
索
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
】

（
副
会
長　

井
上　

忠
俊
）

　

９
月
18
日
（
木
）
北
海
道
札
幌
に
て

開
催
さ
れ
た
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
、
小
峠
理
事
と
参
加
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
総
数
は
、
全
国
14
都
道
府
県

よ
り
４
０
４
会
１
５
９
７
名
で
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
T
E
A
M 

N
A
C

S
（
大
泉
洋
氏
所
属
）
の
代
表
者　

伊

藤　

亜
由
美
氏
を
お
招
き
し
て
「
ス
ト

ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
〜
北
海
道

に
お
け
る
人
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
〜
」
と
題
し
て
講
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

創
業
当
時
の
苦
労
さ
れ
た
お
話
か
ら
、

今
で
は
俳
優
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
北

海
道
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
映
像
制
作
を

き
っ
か
け
に
自
ら
商
品
開
発
に
至
る
ま

で
、
幅
広
く
事
業
展
開
を
す
る
「
き
っ

か
け
」
の
講
話
で
、
と
て
も
貴
重
な
お

話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
女
性
部
会
理
事　

鬼
丸　

真
弓
）

第
41
回
法
人
会
全
国
大
会
　
高
知
大
会

第
19
回
法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
会

新規加入会員をご紹介ください！
　事業を活発に実施するためには、支部・
地区・部会の活性化による組織の強化が不
可欠です。　
　当会の趣旨にご賛同し、ご入会いただける
企業様のご紹介をよろしくお願い致します。

　法人会は、法人税が昭和22年に「申告納税制度
」へと移行され、その定着のため、納税者自身が
結成した団体です。
　全国に440の法人会があり（会員企業約70万
社）、それぞれが様々な活動を行っています。
●公益社団法人田川法人会
　設立：昭和45年（令和２年50周年）
　会員数：1,200社超
　事業の目的：『税知識の普及、納税意識の高揚、
　企業経営と社会の健全な発展に貢献する』
　　各委員会・青年部会・女性部会が担当し、様々
　な事業活動を行っております。

とは……

田川法人会PR動画

詳しい活動内容はこちら
田川法人会ホームページ

Youtube 田川法人会

http://t-houjin.jp/
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●
加
入
率
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
５
支
部

　
優
秀
賞　
第
３
支
部

　
準
優
秀
賞　
第
９-
２
支
部

●
加
入
率
の
伸
び
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
15
支
部

　
優
秀
賞　
第
２
支
部

　
準
優
秀
賞　
第
７
支
部

●
特
別
賞
（
他
支
部
の
未
加
入
　

　
法
人
を
加
入
勧
奨
し
た
個
人
）

（
第
３
支
部
）　
　

花
村　
　

究

（
第
４-

１
支
部
）　
鬼
丸　

昌
広

（
第
10
支
部
）　
　

河
井　
　

満

（
第
12
支
部
）　
　

福
田　

崇
宏

（
第
14
支
部
）　
　

中
村　

孝
司

会
員
数　
１
２
０
６
社　
　
加
入
率　
72
・
８
％

令
和
７
年
度 

会
員
増
強
運
動
表
彰
式
開
催

　

令
和
７
年
度
会
員
増
強
運
動
表

彰
式
を
、
11
月
28
日
（
金
）
本
家

山
賊
鍋
田
川
本
店
に
て
、
田
川
税

務
署
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方

を
お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
支
部
と
個
人

に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
28
日
（
木
）
、

山
賊
鍋
田
川
バ
イ
パ
ス

店
に
て
、
10
月
か
ら
の

会
員
増
強
運
動
と
福
利

厚
生
制
度
推
進
に
つ
い

て
の
具
体
策
を
話
し
合

う
た
め
、
支
部
・
地
区

合
同
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

第
40
次

会
員
増
強
運
動

（
支
部
・
地
区

　
　
　
合
同
会
議
）

▶
加
入
率
の
高
い
支
部

第
２
支
部
（
後
藤
寺
）

・
㈱
あ
い
む

・
(同)
縁

・
Ｙ
Ｓ
ソ
ラ
ッ
ト
㈱

第
３
支
部
（
後
藤
寺
）

・
栄
光
サ
ー
ビ
ス
㈱

・
Ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
38
㈱

・
福
岡
グ
ロ
ー
バ
ル

　

サ
ポ
ー
ト
㈿

・
㈱
米
安
総
合
企
画

・
㈱
ラ
イ
フ
プ
ラ
ス　
　

第
４-

１
支
部
（
伊
田
）

・
田
川
Ｄ
Ｘ
推
進
室
㈱

第
４-

２
支
部
（
伊
田
）

・
㈱
コ
ネ
ク
ト
リ
ア

第
５
支
部
（
伊
田
）

・
㈱
一
典　

第
６
支
部
（
伊
田
）

・
㈱
チ
ェ
ッ
ク
・

　

リ
ー
シ
ン
グ

・
(同)
ｒ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ　

第
７
支
部
（
金
川
）

・
㈱
Ｈ
Ｗ
Ｓ

・
㈱
Ｍ
Ｐ
Ｉ　

第
９‐

１
支
部
（
大
任
）

・
㈱
ナ
ガ
ハ
ラ

・
㈱
は
な
ぶ
さ

・
㈱
耀
建
設　

第
９‐

２
支
部
（
赤
）

・
㈱
春
本
工
業

第
10
支
部
（
赤
池
）

・
㈱
進
詩
工
業

・
㈱
７
世
代
先
へ　

第
11
支
部
（
方
城
）

・
㈱
天
郷
醸
造
所

・
㈱
進

・
(福)
政
芳
会　
　

第
13
支
部
（
糸
田
）

・
㈱
興
宝
工
業

・
㈱
正
秀　

第
14
支
部
（
池
尻･

田
原)

・
(同)
か
わ
さ
き

・
㈱
ワ
イ
ズ
ア
セ
ッ
ト　

第
15
支
部
（
川
崎･

安
眞
木

）

・
Ｉ-

Ｔ
Ｅ
Ｃ
㈱

・
㈱
ガ
ン
ダ
ー
ラ

・
㈱
城
戸
工
務
店

・
泰
豊
産
業
㈱

・
㈲
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

・
㈲
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ト
ダ
カ

・
㈱
宮
城
建
設

賛
助
会
員
（
個
人
）

・
開
心
技
建

・
中
村
総
建

・
ハ
マ
ノ
建
設

新
入
会
員
紹
介

令
和
６
年
12
月
〜
令
和
７
年
11
月
入
会

新
規
の
ご
入
会
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

▶
加
入
率
の
伸
び
の

　
高
い
支
部

▶
特
別
賞
（
他
支
部
加

　
入
勧
奨
の
個
人
）
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11
月
28
日
（
金
）
会
員
増
強
運
動
表
彰
式
に
て
、

令
和
６
年
度
の
大
型
保
障
制
度
加
入
推
進
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
支
部
に
対
す
る
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

○
加
入
率
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
４-
２
支
部

　
優
秀
賞　
第
３
支
部

　
準
優
秀
賞　
第
11
支
部

○
加
入
率
の
伸
び
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
９-

２
支
部

　

優
秀
賞　
第
４-

１
支
部

　

準
優
秀
賞　
第
14
支
部

○
目
標
達
成
支
部

　

第
９-

２
支
部

令
和
６
年
度 

大
型
保
障
制
度

　
　
　
　

加
入
推
進
運
動
表
彰

▶
加
入
率
の
高
い
支
部

▶
目
標
達
成
支
部

▶
加
入
率
の
伸
び
の
高
い

　
支
部

福岡県最低賃金額改定のお知らせ～福岡労働局～

・上記5つの特定(産業別)最低賃金に該当しない産業は、福岡県最低賃金（地域別）が適用されます。
・詳しくは福岡労働局労働基準部賃金室（電話 092-411-4578）又はお近くの労働基準監督署にお尋ねください。
『業務改善助成金』などの各種支援策はこちら
　　福岡労働局ホームページ　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/package_00007.html
　　業務改善助成金コールセンター　電話0120‐366‐440（平日9：00～17：00）

地域別最低賃金 効力発生日

特定最低賃金 効力発生日

福岡県最低賃金 １時間1,057円 令和７年
11月16日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 １時間1,176円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 １時間1,137円
輸送用機械器具製造業 １時間1,147円
百貨店、総合スーパーマーケット １時間10,65円
自動車（新車）小売業 １時間1,131円

令和７年
12月10日

令和７年
12月10日

令和８年
２月１日

福岡県最低賃金が令和7年11月16日から1時間1,057円（65円引き上げ）となっております。

法人会会員向け貸倒保証制度
　法人会専用に設計された団体取引信用保
険で、全国各地の都道県法人会連合会が保
険契約者、法人会会員企業の皆様が加入者
（被保険者）となる団体契約です。

　貴社お取引先（債務者）の法的整理事由の発生、または
履行遅滞の発生により売上債権が回収できない場合に貴社
が被る損害の一定部分を保険金でカバーする制度です。

法人会貸倒保証制度特設ホームページ『http://www.mskhoken.com/houjin/』をご覧ください。
田川法人会ホームページhttp://t-houjin.jp/からもご覧になれます。詳しくは…

貸倒保証制度とは制度概要



企 業 紹 介

令和８年１月１日た　が　わ(11)　  第　144　号

　川渡神幸祭の会場の目の前
で47年間営業させていただ
いております。
　低価格（１泊3500円～）
で家庭的なサービス、客室は
ゆったりとした広さ、居心地
の良い空間づくりにこだわっ
ております。
　長期連泊割引ありますので、
１ヵ月、１年とご利用も歓迎
いたします。

　老朽化に負けず、田川に来られる方のくつろ
ぎの場となりますようにこれからも故郷田川と
ともに頑張ってまいります。

代 表 者　代表取締役　香月　徳江
本社住所　田川市魚町4番10号
Ｔ Ｅ Ｌ　094 7‐42‐135 6
Ｆ Ａ Ｘ　094 7‐42‐135 5
営業種目　ホテル業

　天郷醸造所は、食と自然に
恵まれた福岡県福智町にて、
古来より受け継がれた伝統的
な酒造りの技法と現代的な感
性を融合させたクラフトサケ
ブランドです。
　地元の肥沃な土壌で育まれ
た厳選米と、福智山から湧き
出る清らかな伏流水を使用し、
地域との繋がりを大切にして
います。

　特に、フラッグシップの「天郷」は、地元福
智町で合鴨農法により育てられた完全無農薬米
で醸す極上の逸品です。私たちは「在る 宵」
をコンセプトに、酒を通じて地域のまちづくり、
産業づくり、人づくりに貢献し、素晴らしい日
本の伝統文化を世界に向けて発信してまいりま
す。よろしくお願いいたします。

代 表 者　代表取締役　中山　雄介
本社住所　田川郡福智町上野3109‐38
Ｔ Ｅ Ｌ　094 7‐85‐854 0
Ｆ Ａ Ｘ　094 7‐85‐851 0
営業種目　酒類の製造・販売（クラフトサケ）

有限会社田川第一ホテル
〔第4-1支部（伊田）〕

株式会社天郷醸造所
〔第11支部（方城）〕

取締役

香月　太郎
代表取締役

中山　雄介
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令和８年１月１日た　が　わ(13)　  第　144　号



第　144　号　  (14)令和８年１月１日 た　が　わ

〒802-0005 北九州市小倉北区堺町1-2-16十八銀行第一生命共同ビル８F
北九州支社
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